
                        

  

◯
…
日
本
は
戦
争
を
し
な
い
国
で
あ

り
、
武
器
輸
出
も
し
な
い
国
だ
と
思
っ

て
い
た
が
、
現
実
は
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
角
川
新
書
「
武
器
輸
出
と
日
本
企

業
」
を
読
ん
だ
。
著
者
は
東
京
新
聞
社

会
部
記
者
の
望
月
衣
塑
子
氏
。
１
９
６

７
年
、
佐
藤
栄
作
首
相
の
国
会
答
弁
、

１
９
７
６
年
、
三
木
武
夫
首
相
の
政
府

統
一
見
解
を
合
わ
せ
て
「
武
器
輸
出
三

原
則
等
」
と
呼
ば
れ
、
基
本
的
に
日
本

政
府
は
武
器
輸
出
に
慎
重
な
姿
勢
を
示

し
て
き
た
。
一
方
で
、
自
民
党
防
衛
族

や
防
衛
企
業
は
、
武
器
輸
出
の
解
禁
を

強
く
要
望
し
、
２
０
１
１
年
１
２
月
、

民
主
党
野
田
佳
彦
政
権
の
藤
村
修
官
房

長
官
談
話
で
武
器
輸
出
を
大
幅
緩
和
す

る
方
針
が
決
定
。
２
０
１
４
年
４
月
、

第
二
次
安
倍
晋
三
内
閣
の
も
と
で
「
防

衛
装
備
移
転
三
原
則
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
事
実
上
の
解
禁
と
な
っ
た
。「
日
本

の
安
全
保
障
の
強
化
」
の
た
め
に
は
「
防

衛
技
術
力
の
維
持
」
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
と
さ
れ
、
武
器
輸
出
が
推
進
さ
れ

て
行
く
。こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。 

  

◯
…
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
２
０
１
５
年
１
０
月
に
は

防
衛
省
の
外
局
と
し
て
「
防
衛
装
備
庁
」

が
新
た
に
設
立
さ
れ
た
。
武
器
輸
出
の

旗
振
り
役
を
担
う
同
庁
は
具
体
的
な
支

援
策
を
検
討
し
、
企
業
に
対
し
国
際
協

力
銀
行
な
ど
を
使
っ
て
の
支
援
や
、
武

器
輸
出
の
支
払
い
が
滞
り
日
本
企
業
が

赤
字
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
国
が
不

足
分
を
補
填
す
る
「
貿
易
保
険
」
の
適

用
な
ど
を
議
論
し
て
い
る
と
い
う
。
そ

し
て
企
業
だ
け
で
な
く
、
大
学
や
研
究

機
関
の
民
生
技
術
を
取
り
込
む
た
め
の

施
策
も
進
む
。 

  

◯
…
２
０
１
３
年
１
２
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
に
は

「
大
学
や
研
究
機
関
と
の
連
携
の
充
実

等
に
よ
り
、
防
衛
に
も
応
用
可
能
な
民

生
技
術(

デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
技
術)

の
積

極
的
な
活
用
に
努
め
る
」
と
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
そ
も
そ
も
は
ア
メ
リ
カ
軍
用
に
開

発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
と

は
文
字
通
り
「
二
通
り
の
使
い
道
」
を

意
味
し
、
民
間
に
使
用
さ
れ
て
い
る(

民

生)

技
術
を
軍
事
で
も
使
う
こ
と
だ
。
こ

れ
ま
で
は
武
器
と
し
て
使
用
さ
れ
な
か

っ
た
繊
維
素
材
や
無
線
・
通
信
、
照
明

な
ど
の
民
生
の
技
術
や
商
品
も
軍
用
と

し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

  

◯
…
次
期
戦
闘
機
を
国
産
に
し
て
新

た
に
１
０
０
機
開
発
す
る
た
め
に
四
兆

円
規
模
の
開
発
費
を
税
金
で
投
入
し
た

場
合
、
約
２
４
万
人
の
雇
用
創
出
が
見

込
め
、
約
８
兆
３
０
０
０
億
円
の
経
済

効
果
が
あ
る
、
と
防
衛
省
は
試
算
し
て

い
る
。経
済
効
果
云
々
の
一
方
、
戦
後
、

戦
争
を
し
な
い
国
と
し
て
憲
法
九
条
を

掲
げ
て
き
た
日
本
人
が
、
積
極
的
に
武

器
を
製
造
し
、
輸
出
し
て
い
く
こ
と
に
、

企
業
の
経
営
者
や
従
業
員
は
気
持
ち
を

切
り
替
え
、
方
向
転
換
出
来
る
も
の
な

の
か
、
著
者
は
問
う
。
当
然
、
企
業
や

個
人
で
差
異
は
あ
る
が
、
戸
惑
い
の
声

が
多
い
と
い
う
。
経
済
的
利
益
は
別
に

し
て
、
技
術
が
海
外
に
流
出
し
て
し
ま

う
こ
と
へ
の
懸
念
、
武
器
を
売
る
こ
と
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で
自
分
の
身
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
リ

ス
ク
、
武
器
を
売
る
こ
と
へ
の
心
理
的

な
抵
抗
、
こ
の
三
つ
が
簡
単
に
は
武
器

製
造
に
突
き
進
め
な
い
理
由
と
さ
れ
る
。 

  

◯
…
世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、
５
８

カ
国
の
武
器
輸
出
国
で
ベ
ス
ト
５
は
一

位
ア
メ
リ
カ
、
二
位
ロ
シ
ア
、
三
位
中

国
、
四
位
フ
ラ
ン
ス
、
五
位
ド
イ
ツ
、

こ
の
五
ヶ
国
で
全
体
の
７
４
％
を
占
め

る
。
武
器
輸
入
国
は
一
位
イ
ン
ド
、
二

位
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
三
位
中
国
、
四

位
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
五
位
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
だ
。
ア
メ
リ
カ
は
中
東
諸
国
、

日
本
な
ど
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域

へ
の
輸
出
が
主
。
ロ
シ
ア
は
イ
ン
ド
、

中
国
な
ど
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
が
主

で
ア
フ
リ
カ
、
中
東
と
続
く
。
中
国
は

前
期
比
８
８
％
増
と
急
増
し
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
ア
ジ

ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
へ
が
主
だ
。
こ
の
世

界
の
武
器
市
場
に
打
っ
て
出
る
日
本
の

お
手
本
が
、
ア
メ
リ
カ
式
の
軍
産
複
合

体
だ
。
軍
事
と
企
業
や
大
学
、
研
究
機

関
が
密
接
に
結
び
付
き
、
複
合
的
に
武

器
輸
出
を
推
進
す
る
。 

  

◯
…
戦
争
の
兵
器
開
発
に
学
問
を
利

用
さ
れ
た
太
平
洋
戦
争
で
の
深
い
反
省

か
ら
東
京
大
学
は
、
軍
事
研
究
は
し
な

い
、
軍
事
関
係
か
ら
研
究
援
助
は
受
け

な
い
、
大
学
の
施
設
を
軍
関
係
に
貸
さ

な
い
・
軍
施
設
を
借
り
な
い
、
と
し
て

来
た
。
し
か
し
１
４
年
１
２
月
、
科
学

研
究
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
「
機
密
性
の
高

い
軍
事
を
目
的
と
す
る
研
究
は
行
わ
な

い
」
と
し
つ
つ
も
「
研
究
者
の
良
識
の

も
と
、
軍
事
・
平
和
利
用
の
両
義
性
を

深
く
意
識
し
な
が
ら
個
々
の
研
究
を
進

め
る
」
と
改
訂
さ
れ
た
。
大
学
や
研
究

機
関
を
横
断
し
た
科
学
者
の
団
体
「
日

本
学
術
会
議
」
も
従
来
、「
戦
争
を
目
的

と
す
る
科
学
の
研
究
に
は
絶
対
従
わ
な

い
」
と
し
て
き
た
が
、
見
直
し
の
意
見

も
あ
っ
て
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
の
議
論
が

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

  

◯
…
以
前
、
こ
の
レ
タ
ー
で
、
大
学

や
研
究
機
関
が
予
算
カ
ッ
ト
で
喘
い
で

い
る
と
書
い
た
が
、
防
衛
産
業
関
連
で

も
同
じ
状
況
で
、
防
衛
省
か
ら
で
も
ア

メ
リ
カ
軍
か
ら
で
も
使
え
る
研
究
費
は

使
い
た
い
、
と
い
う
現
実
も
あ
る
。
世

界
の
軍
事
費
や
武
器
輸
出
が
増
大
し
て

い
る
状
況
を
見
れ
ば
、
軍
備
の
拡
大
が
、

世
界
各
地
で
勃
発
す
る
紛
争
の
火
種
に

な
っ
て
い
る
の
は
確
か
だ
。
武
器
輸
出

を
解
禁
し
た
日
本
。
国
を
守
る
た
め
に

は
兵
器
が
必
要
で
あ
り
、
兵
器
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
行
く
の

は
当
た
り
前
、
な
の
だ
ろ
う
か
？
も
っ

と
考
え
て
行
き
た
い
。 

  
 


